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箱庭制作 とい う場 の特徴 に関す る一考察

一2つ の場 をめ ぐる作 り手の体験 に着 目して 一

大石 真吾

1.問 題

箱庭療法は、クライエ ン トに対 して、面接室 内の棚 に並べ られた様々な種類のアイテムを用い、

内法57cm×72cm×7cmの 砂箱 のなかに、好 きな ものを置いた り砂を動か した りして 自由に表現 し

ても らうものである。そ して河合(1969)が 「終始許容的な態度で、その作品のできあがってい く

のをともに味わい楽 しむ ような気持で、それに接 していることが望ま しい」と述べ るよ うに、通常、

セラピス トはクライエ ン トの制作 を傍 らで見守る。 こ うした状況は、対面式 の面接 と比べ るとか

な り独特である。クライエ ン トとセラ ピス トは向き合わず 、クライエ ン トはセ ラピス トに見守 ら

れる形で砂箱 に向か う。 こうした箱庭療法の場の特徴 について、河合(1982)は 「自由で あると同

時に保護 された一っのある空間」(Kalff,1966/1972)を ク ライエン トとセラ ピス トの問に作 り出

すことを重視す るKalffの 主 張を強調 しつつ、そのよ うな場で生 じる「二重の守 り」を前提 とす る

時、箱庭の表現が意味を持 った ものとして立ち現れる と述べている。また伊藤(2007)も 「面接室

の空 間のなかに、箱庭 の砂箱 が備 えられてい るとい う二重構造、つま り二重 の守 りがあることが

特筆 され るべ き点であろ う」と指摘 し、「セラピス トの存在」によって守 られ た面接室 とい う空間

の中においてさらに、砂箱 とい う守 られた空間が生 じることで、クライエン トの深い表現が可能

になると述べている。 この ように、箱庭独特の場 において生 じる二重の守 りとい う特徴が、箱庭

の治療的側面 を支えてい ると考 えられる。

だがこうした二重の守 りは、箱庭療法においていつ も生 じうるものではない。中井(1985)が 「表

出を保護す る と同時に強い るとい う二重性」 と述べ るような性質がそ こには存在する と考 えられ

るためである。面接室やセラピス トの存在は、クライエ ン トに対 し時間と場所 の制限を与 えるが、

これ はクライエ ン トの表現を制限の内に守 ると同時に、制 限の内にクライエ ン トを束縛 し、表現

を強い るもの ともな りうる。そ してそれは、伊藤(2007)が 「砂箱 の中に置 くとい う制 限、アイテ

ムに仮託す る とい う制 限」が 「クライエ ン トを守 る」 と述べ るように、砂箱 の守 りに関して も同

様 にい えるこ とである。「砂箱の よ うな確固 とした く枠〉や 〈容器〉は、単にそ こに表 出させ るだ

けでなく、表現 され るものをまとめ させて一つ の世界を作 り上げ らせ ようとする働 きを強 く持つ」

と仁里(2002)が 述 べるよ うに、箱庭療法において クライエ ン トは砂箱において守 られ ると同時に、

そこに何かま とまった世界を作 り上げることを暗黙の うちに方向づけられ、強い られ るのである。

このよ うに、箱庭療法 における二重構造 、つま り面接室 とい う空間の中に砂箱 とい う空間がある

状況 は、必ず しも二重 の守 りとして機能す るとは限 らず、クライエン トはその都度のセ ラピス ト

との関係や砂箱への関わ りによって、守 りと縛 りの問を揺れ動き、そ うした動 きのも とでその都
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度作 品が生み 出されるのだ と考 えられる。

これまで 「自由であると同時 に保護 された一つ のあ る空間(Kalff,1966/1972)を 作 り出す ような

セラピス トとクライエン トの関係の重要性が強調 されてきた一方、そ うした守 りと縛 りとの間で

どのよ うな体験がクライエ ン トに生 じてい るのか、つま りその都度 の表現が生まれる実際的な場

の状況 については十分 に検討 されてきていないのが現状である。もっとも、クライエン トの体験

に焦点 を当てた研究 としては、石原(2002)や 片畑(2007)な どが挙 げられ 、作 り手がアイテムを選

んだ りそれを置 く体験 について、いわば砂箱の中をめ ぐる体験について実際的観点か ら論 じられ

てきた。また清水(2004)は 箱 庭制作へ の立ち会いの有無 をめぐる作 り手の体験について取 り上げ、

面接室 とい う場 をめ ぐる体験についても言及 してい る。ただそ うした研究 は、「二重の守 り」と呼

ばれ る箱庭療法特有の状況について十分論 じるには至ってお らず、実際的な観点か らそ うした状

況について検討 を重ねることが必要だ と考 えられ る。

II.目 的

本研究では、調査面接という形で複数名に対して箱庭制作を実施 し、そこで生じる作 り手の体

験について検討することで、実際的な観点から箱庭制作とい う場のもつ特徴や意味について論 じ

ることとする。

III.方 法

調査協力者(箱 庭制作中は 「作 り手」 と表記す る)大 学生及び社会人の男女各10名(実 施 時

期の早い順 に、各作 り手の制作をAか らTで 表 した)。 平均年齢は23.5歳(SD=7.7)、 これまで

の箱庭制作経験は0回 か ら5回 までの平均1.3回(SD=1.6)で あ った。

見守 り手 すべて筆者 が行った1(箱 庭 制作 中は 「見守 り手」、それ以外は筆者 と表記)。

調査場所X大 学内の調査室で行 った。室内は ローテーブル とイスのセ ッ トか らなる面接スペー

ス と、玩具棚 ・砂箱か らな る箱庭制作スペース とに区切 られていた。

用具 砂箱2は 腰 の高 さほ どの台上に設置 され、玩具棚 には人間 ・動物 ・植物 ・建物な ど様々な種

類 のアイテムが用意 された。 この他、制作時の体験 について調査す るために質問紙 とICレ コー

ダー、デジタルカメラを使用 した。質問紙は、制作前 ・制作 中 ・制作後 といった流れ に沿って、

その時感 じたこと ・考 えた こと ・思ったことな どを記入す る欄、見守 り手に関 して感 じた ことを

時系列の流れで記入 してもらう欄な どか ら構成 された。

手続 き 以下の要領 で、60分 間 か ら90分 間 ほ どかけて行われた。

① 調査全体についての説明 と教示

入室後、面接スペースにて、箱庭制作 の後、質 問紙への記入 と聴取 を行 うとい う調査全体の流

1制 作の場で生 じている体験 とい うのは、言葉 になるものも言葉にならないものも混在 した力動的な

ものであ り、そ うした雰囲気あるいは空気感のようなものも含めて作 り手の体験 を理解することが重

要であると思われたため、筆者 自身が見守 り手を行った。ただ し、その場合、筆者が恣意的に体験の
一部分を誇張 して取 り上げた り

、立ち会った際の強い思い込みや思い入れで体験 を歪めて しま う可能

性 も生 じて くる。そ こで本研究では、作 り手の体験を分析す る際、可能な限 り第三者の視点を介在 さ

せ ることで、そ ういった恣意性に留意す るよう心がけた。

2通 常箱庭療法で使用され る内法57cm×72cm×7cmの ものを用いた。
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れを説明 した。その後、箱庭制作スペー スにあるアイテムと砂箱を使 って、 自由に何 か作ってみ

るよ う教示 した。その際、時間は30分 間 ほどを 目安 とす ること、も し何 も作れない として もそ

れ 自体重要な箱庭制作体験であることを説明 した。

② 箱庭制作

箱庭制作スペースに移動 し、 自由に箱庭制作を行っても らった。見守 り手 はその場 の感 じに従

いながら、作 り手の斜 め後ろあた りのイ スに座 るなどして制作を見守 った。制作開始 から30分

経過 した場合 は、作 り手の様子 を うかがいつつ、必要に応 じて 「そろそ ろ30分 ほ ど経 ちます が

どうですか」 などと声 をかけた。制作終 了後は、 しば らく共 に作品を眺める時間を設 け、作品に

関 してや りとりを行 った。

③ 質問紙への記入 と聴取

再び面接 スペースにて、用意 した質問紙への記入 を求めた。協力者が記入す る問、筆者 も自身

の体験 を記録 した。記入の後 、質問紙 の内容をも とに した半構造化面接によるイ ンタビューを行

った。その際、記述内容 について詳 しい説明を求 めたほか、作 り手の体験の流れが把握できるよ

う、「00を 置 いた ときはど ういった ことを感 じてお られたんですか?」 といった質問を臨機応変

に行 った。特 に制作場面 に関す る体験については 「制作中と、制作後 に作品を一緒に眺 めてる時

とで、何 か違 う感 じはありま したか?」 「その時の感 じを何 か他の場面 に例えるとどんな感 じで し

ょうか?」 といった質 問を入念 に行い、言葉にな りに くい体験について も極力言語化 して もらう

よう心がけた。それによって、作品にまつわ る体験だけでなく、それ を取 り巻 く見守 り手の存在

や調査室の雰囲気に関す る体験 についてもできる限 り言語化 しても らうことを心がけた。インタ

ビューの内容 はICレ コーダーで録音 した。

これ らの調査が終了 し、協力者が退室 した後 、デジタルカ メラによる作品の記録を行 った。

IV.結 果

20制 作 分の制作体験データを分析す る方法 として、本研 究ではKJ法 を応用 し、以下のような

手順 にもとついて分析 を行った3。

① 制作体験の把握

まずそれ ぞれの制作 に関 して、質問紙、イ ンタビューの逐語録、見守 り手 の記録、作品の写真

を繰 り返 し読み返 した り見返 した りすることで、各制作にお ける作 り手の体験 について把握す る

ことを試 みた。その際、作 り手の立場に立 った把握 を心がけることで、見守 り手 として立ち会 っ

た筆者 自身 の体験 と区別す るよ う心がけた。 こうした作業 を20制 作 分、おお よそ全体 として把

握 できるまで繰 り返 した。

② 制作体験の分類

続いて、20制 作 分の体験 について、KJ法 を参考 にしつつ、直観 的に似 ていると思われ る体験

同士を分類 し、それぞれ特徴 をもとに名称 をつけた。その結果、 「F・H・1・J・R・S・T」 「B・

G・K・0・P・Q」 「C・E・M・N」 「A・D・L」 の4つ に分類 され、それぞれ 「集 中型」 「揺 ら

3分 析の際、なん らかの視点をあらかじめ導入 し、それによって体験を切 り分けていくのでは、生き

生きとした制作体験の本質を損ねる恐れがあると考えられたため、体験に根ざしつつ視点を抽出する

方法 としてKJ法 が参考にされた。KJ法 については川喜田(1967,1970)、 安藤(2004)を 参 考に した。
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ぎ型 」 「分離並行型」 「一方向型」 と命名 され た(各 制作の特徴 を簡潔にま とめたものを表1に 示

した)。 なお分類の際は、筆者 の思い込みや期待 な どで恣意的 に歪め られた分類が行われ ない よう

心理 臨床を専攻する大学院生1名 と共に作業 を行い、分類 の根拠を可能な限 り明確化す るよう努

めた。その結果抽出 された、分類の根拠 とな る各型の特徴 を以下に示す。

集 中型:砂 箱 にアイテムを置 いた り、砂 を動か した りする中で、次第 に砂箱 の中で独特の雰囲気

を持 った作品イ メージが展開す るようにな り、そ うした砂箱の動きに引き込 まれ るよう

に して制作に集 中した。制作中、見守 り手や時間のことは別世界のことのよ うに感 じら

れ 、ほぼ頭 に無かった。

揺 らぎ型:ア イテムを置いた り砂 を動か した りす る中で、次第に砂箱の 中で独特の雰 囲気を持 っ

た作 品イメージが展 開す るようにな る一方、アイテムを探すために棚 に向か う時の よう

に、砂箱か ら離れ る際は、 自分 が箱庭制作 をしていてそれ を見守 り手 に見 られている と

い う現実に引き戻 され るよ うな感覚が生 じた。 アイテムを選んでは置 くとい う行為を繰

り返す 中で、作品イメージに入 り込んでは現実に引き戻 され るとい う身体感覚の揺 らぎ

を伴 う体験を繰 り返 した。

分離並行型:ア イテムを置いた り砂を動 かした りす ることで作品イメージが うま く展 開す る感覚

が生 じず、そ うした砂箱の動きに集 中す ることがで きずに、砂箱 に向かいながらもどこ

か後 ろで見てい る見守 り手の存在が気 になるな どした。作品イメージに入 り込 も うとし

つつ、同時に見 られ てい る自分 ・制作 している 自分 とい うものの存在 にも注意が向 くよ

うな体験だった。

一方 向型:作 品イ メージの展開に引き込まれ るとい うよ りは
、「こ うい うものを作 りたい」とい う

意 図でアイテムを選び、作品に働 きかけてい くよ うな制作がなされた。アイテ ムを置い

た り砂 を動かす ことでその都度作品全体 に動きが生 じるのを感 じるが、そ うした動きに

引き込まれることな く、そ うした動きを制御することで、いかに制 限時間内でよりよい

作品を作 り上 げるかが 目指 された。

③ 分析の視点 の抽出

また② と並行 して、②で筆者が分類 の際、直観的に用いていた と思われる視点の明確化を行 っ

た。 これによ り、デー タと向き合 う中で筆者 の内に自ず と生 じていた分析 の視点が抽 出され、そ

の視点 にもとついて再度②で得た各型 の特徴を検討 し直す事で、デー タの生 き生き とした特徴 を

生か した分析が可能 とな り、また②で得た分類 の客観性 を高 めるこ とにっながると考 えられた。

こうした作業の結果、以下の2点 が分析 の視点 として抽 出された。

・作 り手は、作 品に向かいアイテムを置いた り砂 を動か した りす る動 きと、作品か ら離れてアイ

テムを探 した り遠 くか ら作品を眺め直す動 きの2つ を繰 り返す ことで、砂箱の枠で区切 られた

砂箱の場 と制作 の場 とい う2つ の場 を繰 り返 し行 き来す る。

・上述の運動を通 して、作 り手 には2つ の場がそれぞれ特徴的な場 として体験 されるよ うになる。

この2点 にもとづき、砂箱の場 ・制作の場 とい うそれぞれ特徴的な2つ の場の行き来 とい う観

点か ら、各型の特徴 が検討 し直 された。
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表1:各 制作体験の概要

型1作 り手1概 要

集
中
型

F
最初 は緊 張したが、日本 の山村 という雰 囲気 で進み だす と、見守 り手 のことも忘れ て没頭す るようになった。

終盤 にはっと気づ いて時間を確認 した。

H
とりあえず 人形 を列 にしてみようと思 って作っているうちに、列 の 中の人 形 同士 の関係がイメー ジされたり、列

がどこからどこへ向かってい るのか想 像 されたりして、没 頭していた。

1
砂箱 が広 く感 じられ不 安だったが、好 きなものを置いているうちにどっぷ りその作 業 に浸 る感 じになった。

時 々ふ と「あ、こんな感 じい いな」などと思 いながら、置 く作 業 に没 頭した。

J
とりあえず 置いた戦 士から戦いがイメー ジされ、さらに置 いていく中でどん どんイメージが展開 していった。置

く中でしばしば感情 が喚起 され つつ 、時間を忘れて集 中してい た。

R
体調 が悪か ったが、目につ いたものを置いていくうちに、明るい 空間 が出来 上がっていき、次 第に体調 の事

を忘 れて没頭 した。終盤 はっと時 間に気づ き、焦 って仕 上げた。

S
砂 を触ったり動か したりしているうちに、時間 を忘れ て没 入していた。アイテムはい らない気 もしたが、置 いて

みるといい感 じで、夢 中で置い ていた。

T
最初 は見 守り手の事 が気 になったが 、アイテムを置 いていくうちに遺跡 のようなイメージが浮かび 、い っの 間

にかそこに没頭 していた。遺跡 に砂をかけながら、自分 の足元も沈 むような感 覚が生 じたりもした。

揺
ら
ぎ
型

B
緊 張しつつも、目についたアイテムを置 いていくと、女 の子の秘 密の庭 のようなイメージが浮か び、徐 々に集

中していった。だがアイテムを探 しに作 品か ら離れ るときは、見守 り手の存在 が気 になった。

G
作 品に 向か っている問は 自然 にイメージが湧 いたりして楽しかったが 、アイテムを選ぶ ために作 品から離 れる

と、見 守り手 はどういう作 品を期 待してるのかなどと考えてしまい、それ を打 ち消 そうとしていた。

K

人 生を振 り返 るような思いで アイテムを選 んでは置 いていった。作 品 に向かう間は、自分 の人 生これ からどう

なるんだろうなどと悲 しい思 いになったりもしたが、作 品か ら離 れると、ふ と見守 り手にこれを批 評されるのかと

思って恥 ずか しくなった。

0
緑 の多い風 景を作 るうちに、「こんなんもあったらいいな」といった思 いが湧き、自然と作 品 が展 開 していっ

た。だが棚か らアイテムを選ぶ 時は 「どんなん選 ぶんか見てるんや ろな」とやや 居心 地悪かった。

P
作 品に 向か っている問は 、一 人水 の中 にいるような静 かな時間だ が、作品か ら離れ てアイテムを探 す 問は、

陸 に上がってきて見守 り手に 自分 をさらしているような落 ち着か ない 時間だった。

Q
アイテムを置くたび にどんどんイメージが動き、それ に集 中していった。だが時 々 、そんな作品か ら離 れてアイ

テムを眺めていると、見守 り手に見 られ ている感 覚が 生じたり、終わ りの 時間が気 になったりした。

分
離
並
行

型

C
目についた花を置くと、なんとなく置きたいイメージが湧いてきて、家や木 、女の子 などを置 いていったが、ど
こか集 中できない感 じもあり、見 守 り手 の存 在 がちらちら気 になったりもした。

E
棚 を眺めていると滝 が 目につき、これ をメインにしようと思ってうれしくなった。だ がどうもしっくりこないないアイ

テムが多 くて集 中できず 、そんな様子 を後 ろから見 られているのかと思 うと居 心 地悪かった。

M
見 通しの無い不 安のなかで作 り始 め、ディズニーランドっぼくしたらいいや と思 いつき、作っていった。制 作 に

そこまで集 中するでもなく、どこか見守 り手も気 になるような時 間だった。

N

とりあえず 木を置いてみて湧い た「家 の裏 山」のようなイメー ジに従 ってアイテムを置いていったが 、どうもうまく

イメージが広 がらず 、もどか しい思 いだった。うまく集 中で きず 、見守 り手や時 間のことが気 になるのが苦し

い、煮 え切 らない思い だった。

一

方

向
型

A
棚 にあった松 とタヌキを見て 日本 庭 園のような作 品を作 ろうと思いつ き、欲 しいイメージに合 致するものを探 し
て置いていった。置 いてみ るとイメージと違 ったりす ることもあり、代 わりを探 すなどして調 整 した。

D
棚 のピアノと貝殻 を見 て、砂 浜 にピアノの音 が流れ る風景 にしようと思 い、作っていった。美 しいものを探して

置 いていき、最 後は愛 と平和 が必 要だと思 い、ハー ト型 に石 を並 べ、ハトを置 いた。

L
言語 的なカや 知性 といったものを表 現 したいと思 い、動物や 戦 車などを列 にして置 いてい った。表現 への意

味 づけをきつくしすぎないよう、色 や形 のバランスといった直感 的なものも気 につつ 作った。

一213一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

V.考 察

ここからは、結果で得た分析の視点にもとついて各型の特徴を詳細に検討 し、それ らを通して

見出される箱庭制作とい う場のもつ特徴について検討していく。なお、各型の特徴の検討では、

紙面の制限上、その型の特徴を最もよく表わしていると考えられる制作を取 り上げて検討する。

V-1.各 型の特徴の検討

魎(F・H・1・J・R・S・T)

こ の型では、制作を進 める中で、次第 に制作の場の雰囲気

とは異質な砂箱の場が現出 し、そ こに集 中していくことで制

作の場が砂箱の場の外側 としてのみ存在す るほ どに背景化 し

ていった(図1を 参照)。

具体的にJ(写 真1)は 、制作開始時、作 品のイメー ジが湧 か

ず・見守 り手に見 られ ることをやや居心地悪 く感 じたよ うで・ 図1:集 中型 の体験

制作 の場において 自分 がさらされ るような思いを抱いたよ う

であった。 とりあえず 目についた ものを置いていこ うと思い、棚か ら木 と戦士 を取って左奥に置

いてみ ると、そ こに戦いが展 開されるよ うなイメージが浮 かび、置 きたいもののイメー ジが どん

どん浮かんでそ こに引き込まれ るよ うな体験が生 じた ようで、砂箱 の場が、制作の場 とは切 り離

された独 自の雰囲気 をもっ もの として現 出したこ とが うかがえた。その後、作 り手は、中央に何

か強大な敵が来 ることを予感 しなが ら、次々に兵隊達や戦車 を置いていった。その過程で、アイ

テムを探そ うと砂箱 か ら少 し離れた際、ふ と、戦いばか りがそ こに繰 り広げ られていることを感

じ、その破壊性 に悲 しくな り、「癒 しの空間が欲 しい」との思いが湧いて、右奥 に女性 を置き、柵

で守 った ようであった。 このよ うに、アイテムを探 しては置 くとい う行為を繰 り返す 中で、いつ

の間にか見守 り手の存在は頭 か らな くな り、作 り手は時間を忘れて、砂箱 の場 に没入す るように

アイテムを置いては、少 し離れてやや傭目敢す る感覚で砂箱 の場に触れ るとい う体験を繰 り返 した

ようで あった。そ して、そのよ うに砂箱 の場への没入 と術日敢とい う体験を繰 り返す中で、 自身 の

表現 が生み出されてはそれによって心動 かされ 、それがまた新たな表現を生む とい う形で作品が

作 り上げ られていったよ うであった。制作終了後 は、見守 り手 と作 品を一緒 に眺めながら、見守

り手 がずっ とそ こにいた ことを改めて実感 し、それに よって 自分も見守 り手 のい る場 に戻ってき

たことをうっす らと感 じた ようであった。そ して見守 り手 に対 して 「今 ここにい るこの人に表現

した思いを聞いてほ しい」 とい う思いが強 く湧 き、
＼

説 明 して見守 り手が理解 して くれたのを感 じると、

ほっとしたよ うであった。

このように集中型では、アイテムを探 し一(iま置く 滋 薩7
蟄 腫

という行為を繰 り返す中で、作 り手は生き生きと展

開する砂箱の場に集中し、制作の場は背景化してい

く。それによって作り手は、砂箱の場に没入する体

験と、やや傭日敢する感覚でそこに触れる体験とを繰

り返 し、作品を主体としてその内と外をめぐるよう

愈

与具1:Jの 作 品
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にそこに参与することで、作品が力動的に展開され、深 く心動かされるのだと考えられる。

匪塾](B・G・K・0・P・Q)

こ の型では、制作を進 める中で、制作 の場 とは異質のものと

して砂箱の場が現出す る一方 、制作の場 は背景化せず、作 り手

はアイテムを探 しては置 くとい う行為の繰 り返 しの 中で、砂箱

の場 に没入す る体験 と、制作の場の 自分 に引き戻 される体験 を

繰 り返 した(図2を 参照)。

具体的にP(写 真2)は 、制作開始時、作品のイメージが浮 図2:揺 らぎ型の体験

かばず、見守 り手の存在 を感 じて どこか緊張 しなが ら棚を見ていったよ うで、制作の場 における

見守 り手の存在が、Pに 自身の存在を強く意識 させ、 自分 をさらす ことを強い られるよ うな感覚

を抱 かせたよ うであった。そんな中、フクロウのアイテムがPの 目に とまった ようで、オルガン

のアイテムの上にのせて砂箱左奥に置いた ところ、 フクロウが高い ところか ら全体を静観 して く

れるよ うな感覚が生 じ、ふっ と落 ち着いた気持 ちになったよ うであった。 フクロウを置 くことで

作品に向かっている間、 自分 が見守 り手 とは違 う場所にいるような感覚が した と報告 され、制作

の場 から区切 られた独 自の場 として砂箱 の場が現 出し、作 り手は砂箱の場に主体を委ね、そ こに

一体的 にかかわっていた ことが うかがえた
。だがその後、作品か ら離れて棚を眺めよ うとす ると、

見守 り手のいる場所 に帰 ってきた感覚が生 じて緊張 したよ うで、砂箱か らいったん離れ ると、そ

こか ら引き戻 され、制作の場 において再び 自分 を意識 させ られ、 さらされる感覚が生 じた ようで

あった。その後、小 さなカメや ワニ、這いつ くばった兵 隊を置き、さらに砂 を海のよ うに波立た

せ てみ ようと思って指で右手前か らゆっく り線 を入れていったが、その間はほぼ無心で、一人水

の中に潜ってい るような感 覚が生 じた と報告 され、砂箱 の場 に主体 を委ね一体的にかかわ ること

で、作品の世界に どこか重なるもの として 自身の体験が生 じた ことが うかがえた。だがその後 さ

らに、何かないか と思い棚へ向かお うとす ると、見守 り手 のい る陸の上にあがってきたよ うな感

覚が生 じたよ うで、そ うした主体 を委 ねた状態 か ら、再び 自らを主体 として さらすべ く制作の場

に引き戻 された ことが うかがえた。そ して、 このよ うな制作の場では、作品について うま く思い

巡 らす ことがで きないよ うで、Pは 「ここにいては駄 目だ」 との思いで作品に向かい、再び砂 に

線 を深 く入れ直 し、も う置けない と感 じて見守 り手に終了 を告げた ようであった。制作終了後は、

見守 り手 と作 品を眺めることで、初めて作品に 自分以外の 目が入ってくるよ うな違和感や気 まず

さが生 じたよ うで、制作の場 が砂箱の場 を守 り包む もの としてではなく、砂箱の場 とは区切 られ

た異質な場 として、砂箱の場 と対置 され るもの とし
、

て存在 し続 けた ことが うかがえた。 ゐ.

灘薫蕪懇ll諺蘇
から一転 して主体 としての 自分 自身へ と引き戻 され 一

ることとなる。そのため作 り手 は、アイテムを探 し 与具2:Pの 作 品

一215一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

ては置く行為を繰り返す中で、2つ の異質な場の問で主体を委ねては引き戻 されるという振幅の

大きな体験を繰 り返し、自らの存在を揺るがされるような体験をするものと考えられる。

1分離 並 行 型1(C・E・M・N)

こ の型では、砂箱 の場が制作の場 と区切 られ た異質な場 と

して生 き生き と立ち現れず、作 り手は砂箱の場 に没入 しよ う

としつつ も、同時に制作の場 にも注意が向くとい う、いわば

制作 の場 と砂箱の場に片足ずつ入れるよ うな体験が生 じてい

た(図3を 参照)。

具体的にN(写 真3)は 、 まず棚を眺める中で 目についた木 図3:分 離 並行型の体験

を置いてみよ うと思いついたよ うで、砂箱の右奥 に山を作 り

その上 に次々 と置いてい った。す ると、そ こに家の裏山のよ うなイメージが浮かんだよ うで、砂

箱 の場が どこか制作の場 とは異質な ものとして感 じられたことが うかがえたが、一方 で、それ が

どこかしっ くり来ない感覚が残 り、砂箱 の場が制作の場か ら区切 られた独 自の場 として生き生 き

と立ち現れ るまではいかない様子が うかがえた。砂箱の場 は、それ 自身の動 きを通 して生き生 き

と展 開す るもの とはな らず、あくまで制作の場 か ら 「こうい う風に した らどうだろ うか」な どと

思いなされ る場 とい う感覚が強い よ うだった。その後Nは 「この世界 に生き生 きして欲 しい」と

願 いなが ら、家や動物 など、棚 を見ていてなん となく目に留まったものを順次置いてい ったが、

特にピンとくる感覚は生まれず、砂箱 の場が生き生き と展 開す る感 じは得 られなかったよ うで、

もどかしさを感 じた と報告 された。 こうした状況か ら、作 り手が砂箱の場に主体を委ねてい こう

としつつ も、砂箱の場 があくまで制作の場 に属す るもの として とどま り、主体 を委ね られ るよ う

な独 自の場 とならなかった ことで、作 り手は2つ の場に同時 にかかわらざるを得なかった ことが

うかがわれ た。作 り手 からは、アイテムを探 しては置 く行為の繰 り返 しの中で、終始 、注意が ど

っちつかず に漂 う感 じがあり、 目の前のことだけに没頭 できない苦 しさがあった と報告 され、こ

のよ うな どっちつかず な状況 のもと、主体的に制作に取 り組 めない苦 しさがあったこ とが うかが

えた。制作後 は、 こうした状態か ら解放 されほっ とした一方、作品を眺めてい ると、制作 中は気

にな らなかった部分が妙 に気 にな り、作 品が 自分の ものでない ような感覚が生 じたよ うで、主体

的に取 り組めなかった作品に対 して、自分のもので

ありながら自分のものではないような違和感を抱か

されたことがうかがえた。

このように分離並行型では、砂箱の場があくまで

制作の場と地続きのものとしてとどまり、作り手は

砂箱の場と制作の場の両方に片足ずつ入れるような、

どっちつかずの状況におかれる。そのような中、作

り手は主体が分散されて発揮 されないような苦しさ

の中で制作を進めるのだと考えられる。

E璽(A・D・L)

与 具δ:Nの 作 品

嵐

蟻
噂

1

こ の型では、制作の場 における 「こうい うものを作 りたい」 とい う思いに従 って砂箱の場が制

御 され、 よりよい作品を目指す感覚で作 品の完成が 目指 された ようであった。砂箱の場はあ くま
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で制作の場 の一部 として とどめ られ、作 り手は砂箱の場に没入することな く、一方的に制作の場

から働きかけられるように制作が進められた(図4を 参照)。

具体的にA(写 真4)は 、棚の松やタヌキを見て思いついた 「日

本庭園のようなもの」のイメージをきっかけに、30分 の時間制

限内にいかにいい作品を作るかに挑戦する感覚で制作に臨んだ

ようであった。それは試験でよりよい解答を目指 して問題を解

くような感覚だったと報告され、砂箱の場に主体を委ねてその

動きに身を任せるのではなく、制作の場にむしろ積極的にとど

暉

く行為の中で、砂箱 の場 に生 じる動きを、あ くまで

イメー ジとして一旦制作の場 に回収することで、砂

箱 の場の動 きを制御す るような制作がなされた と考

え られ る。作 り手は、制作の場 において、 自身 が主

体者 として理性的に一方向的に働 きかける作業に集

中す ることで制作を進 めるのだ と考え られ る。

図4:一 方 向型の体験

まることで、砂箱の場 を制御 してい く感覚だったことが うかがえた。松、タヌキ、五重塔を配置

すると、作 りたい庭 のイ メージが より鮮 明にな り、そのイ メージを 自分の中で明確化 させつつ、

それ に見合 うものを棚 から探 しては置 くとい うこ とを繰 り返 していった ことが報告 され、アイテ

ムを置いた り砂 を動かす ことで砂箱の場 に動きが生 じるのを感 じながらも、そ うした動 きに主体

を委ねてい くのではなく、それ をあ くまでイメー ジとして制作の場 において一旦回収 し、主体者

として作 り手 自身が砂箱の場へ と働きかけ直 していた ことが うかがえた。作 品全体のバ ランスを

終始気 にしなが ら緊張感 を持 って制作が進 められ、作 り手 はそ うした制作の場か ら一方 向的に働

きかける作業 に集中 していたよ うで、見守 り手に 〈そろそろ30分 経 ちます が〉 と言 われ、はっ

とした と報告 された。制作終了後は、 「ここはやっぱ りなんか違 うな」 「ここは意外 といいな」 と

再評価す るよ うな感覚で作品を眺め、見守 り手に対 しては、できの悪い レポー トの説 明をするよ

うな感覚で、気恥ずか しさを覚 えつつ作 品について説明 した ようで、砂箱 の場が制作 の場に属す

るよ うに、作 品も制作 の場にお ける主体者 としての作 り手 にどこか属す るものとして捉 えられて

いたことが うかがえた。

このように一方向型では・アイテムを探 してVま置 ノ

詣
O

ン

戸

覧

=

」
栂
.

与具4:Aの 作 品

V-2.総 合 考察

これまで各型の特徴 を、作 り手が2つ の場 を行 き来する体験 として検討 してきたが、その中で

2つ の場はそれぞれ特徴的な体験の され方 をしていた。集 中型では、砂箱 の場 に引き込まれるよ

うに制作が進む 中で、いわば砂箱の場が主体 となって作品が展開 し、制作の場は砂箱 の場の背景

として制作中意識 され にくいもの となっていた。その ことによって、制作の場 における時間や見

守 り手のまなざしといった縛 りは、縛 りと意識 されず、制作の場はむ しろ砂箱の場を後 ろか ら支

える枠や余 白として体験 され ていた と考 えられ る。そ してそ うした枠や余 白に支え られ る形 で、

作 り手は砂箱の場に没入 しては、少 し離れて術目敢す ることを繰 り返 したのではないだろ うか。い

わば、制作の場に支え られなが ら、作 り手は 自らを形作 りつつ、それ をとらえ直すこ とで揺 さぶ
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られ 、揺 さぶ られ ることで さらに形作 るとい う厚みのある体験を したのではないかと考え られ る。

一方
、揺 らぎ型では、砂箱の場 に向か うことで作 り手はそこに没入す る一方、そ こか ら離れるた

びに見守 り手の存在 を感 じ、制作の場にお ける主体者 としての 自分 に引き戻 され るよ うな体験 が

生 じていた。 この型 では制作の場の縛 りが作 り手 を主体者 として引き留めるもの として機 能 して

いたと考え られ、作 り手は砂箱の場に主体 を委ね ることで、主体 としての砂箱の場があらぬ方 向

へ と向か う危険性 も含 んだ困難 な状況を体験 しつつ、たびたびそこから強引に引き離 され、制作

の場 に主体者 として引き留め られ ることを繰 り返す体験を していたのではないか と考えられる。

制作 の場は砂箱の場を支 えるもの とはな らず、没入 した作 り手を砂箱の場か ら大き く引き戻す こ

とで、砂箱 の場がむ しろ制御 困難な危 うい場 とな りかねない状況を生 じさせ ていたのではないだ

ろ うか。分離並行型 においては、作 り手 は砂箱 の場に没入す ることなく、2つ の場に主体が分散

され るような体験が生 じていた。既製 アイテムに表現を託す とい う砂箱の場 における縛 りが、作

り手 にどこか しっ くりこないも どか しさを与え、作 り手は砂箱の場 に主体を委ねきれ ないまま、

いわば砂箱 の場 と制作 の場の両方に よって縛 られ、2つ の場 に留め置かれる状況にあった もの と

思われ る。 そ して作 り手はそのよ うな どっちつかずな状況で、主体 がよりどころな く浮遊するよ

うな苦 しみを感 じつつ制作を進 め、 自分 のものであ りつつ違和感 を伴 うような作品を作 ることに

なったのではないだろ うか。 これに対 し、一方 向型で も、砂箱の場 と制作の場の両方 が縛 りとし

て作 り手に体験 されていた と考 えられるが、作 り手は試験 を課 され た状況 としてそれ を体験 し、

砂箱 の場に生 じる動きを制作の場において制御す るよ うな理性的な制作を行 っていた。2つ の場

に縛 られ、主体者 としてとどめ置かれる状況の中、作 り手 はいわばその縛 りを自分の内に取 り入

れることで、理1生的な主体者 としての制作 に集 中 していたのではないか と考 えられる。

以上見てきた よ うに、2つ の場にはそれぞれ縛 りとなる状況が存在 し、それ らは作 り手の体験

の中で守 りともなれば、む しろ作 り手を脅かす もの ともな りうるよ うである。集中型 のよ うに、

制作 の場の縛 りが意識 されない場合、それは砂箱の場を支 える枠や余 白として、いわば守 りとし

て体験 され るが、揺 らぎ型や分離並行型 のように制作の場 の縛 りが意識 され る場合、それは作 り

手を制作の主体者 としてその場 に引き留 めるもの として体験 され、作 り手は砂箱の場 から引き離

された り、2つ の場の問で分離 させ られ ることとなる。っ ま り、縛 りが作 り手 にとって自然なこ

ととして背景化する場合、それ は作 り手 を後ろか ら支える守 りになるのに対 し、それ が"縛 り"

と して意識 的に体験 され る場合、む しろ作 り手を主体者 としてその場 に縛 り、作 り手の体験を危

ういものにするこ ともあ るのだ とい えるだろ う。Kalff(1966/1972)は 「自由である と同時に保護

された空間」 を作 り出す ようなクライエ ン トとセ ラピス トの関係 を強調 してい るが、それは見守

り手 とい う制作の場の縛 りが 自然な ものとして作 り手に体験 されれ ば守 りとなるが、そ うでなけ

れば逆 に危 うさともな りうるこ とを危惧 してのものであると考え られ る。 また、既製 アイテムに

託す とい う砂箱の場の縛 りについて も、それが 自然な こととして体験 される場合、作 り手の表現

をある範囲の うちに守 り、作 り手の砂箱 の場への没入を促す もの となるが、縛 りが違和感を もっ

て体験 され る場合は、制作の場の縛 りと同様、作 り手は主体者 としてその場 に引き留 められ、砂

箱 の場へ没入 し主体を委ね るこ とが難 しくな る。そ してそれは、分離並行型 のよ うな、どっちつ

かず な状況に置かれることにつ ながる と考 えられ る。ただ し、一方 向型のよ うに縛 りをむ しろ 自

身に取 り入れ、主体者 として制作に取 り組む場合、作 り手 の主体性 を強化 し、作 り手をどち らか
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とい うと守る側面 もあると言える。

2つ の場 にそれぞれ存在す る縛 りは、作 り手を主体者 として縛 るものであ り、それ 自体は作 り

手の揺 らぎに対する守 りの側面 を持つものである と言える。ただ、箱庭制作 においては、作 り手

は主体 をかけて2つ の場 を行 き来することになるため、縛 りがあま りに強 く体験 され る場合 、そ

れは作 り手を一方の場 から強引に引き離 した り、両方の場 に引き裂 いた りす ることにつながるこ

ともあるのではないだろ うか。箱庭制作 には、作 り手に2つ の場を行 き来す るよ う要請す ること

を通 して作 り手 を揺 さぶ る側面がある。それは、作 り手を揺 さぶ り新たに生成 し直 してい く可能

性 を持つ と同時に、場合 によっては作 り手 を危 険にさらす もの ともな りうる。セ ラピス トには、

自身の存在 自体 がそ うした状況 に大 きく関与す ることへの 自覚が必 要であろ う。 ただ し、河合

(2002)が 、箱庭 には没入する とい うことと外か ら全体を捉 えるとい う2つ の契機があることを指

摘 した上で、「この二つの契機 は、制作に没頭す るクライエ ン トとそれ を外 か ら見守るセ ラピス ト

とい うふ うに二人の人 に分かれ ることもあれば、クライエ ン ト自身 も外か ら見た り、治療者 も中

に没入 した りとい うことも必要 なのである」 と述べているよ うに、箱庭療法 においては、没入 と

外か らの捉 え直 しとい う動きが、 クライエ ン トとセ ラピス トとの間で様々な形 を取って現れる。

そのよ うに考 えると、例 えば揺 らぎ型 の作 り手のよ うに、セ ラピス トの存在 がクライエ ン トをた

びたび主体者 として強引に砂箱の場か ら引き戻 し、外か らの捉え直 しが暴力的な形を とるような

場合 においても、そ うした制作 はすべきでない とす ぐに否定 されるのではな く、そこに存在す る

危 険性は十分 に自覚 しなが らも、そ うした状況がクライエ ン トとセ ラピス トの間で、2つ の場 を

め ぐって どのよ うな形 で抱え られてい くかとい うことに注 目していくことが重要だ と言 えるだろ

う。Pの 制作 において、作 り手 は見守 り手の存在 を強 く感 じ、 さらされ るような感 覚を抱きなが

ら、砂箱の中にフクロウを高い位置に置いたが、これは外 からの捉 え直 しが暴力的な形 を取 らざ

るを得ない状況において、作 り手が砂箱 の場においてなんとか外か ら捉 え直す契機 を生み出そ う

とした試 みであるとも考 えられ る。そ して作 り手が、フクロウが高い ところから全体 を静観 して

くれ るような感覚が生 じて落ち着 く気持 ちになった ことは、この試みがわず かではあれ効を奏 し

た とい うことであ り、そ うした作 り手の試みを見守 り手が感 じ取 りなが ら立ち会ってい くこ とで、

見守 り手の内にも作 り手の必死の試みを抱 えていこ うとい う姿勢が生まれるのではないだ ろうか。

箱庭療法においては、どのよ うな作品がそ こで展開 され るか とい うことがまず注 目され る点だが、

その際、2つ の場の行 き来を通 して作 り手 とセラピス トの間にどのよ うな主体 をめ ぐるテーマが

展開されているか とい う視点も有 しなが ら作品の展開を味わ う必要 があるのではないだろ うか。

V-3.今 後 の課題

本研究は、KJ法 を もとに実施 した探索的なものであ り、臨床場面 を通 した検討 も含 め、 さら

なる検討が必要であると考え られ る。特 に、制作後の共に味わ う時間も含 めて、作 り手 と見守 り

手の問で どのよ うに主体 をめ ぐるテーマが抱え られてい くのかは今後 さらに検討 してい く必要 が

あるだ ろう。 また、今 回は成人の箱庭制作 を検討対象に したが、子 どもの箱庭制作の場合、作 り

手 と見守 り手が遊びつつ制作が進んでいくような場合 も少 なくな く、本研究では見出 しえなかっ

た側面が見出 しうる とも考え らえる。
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13

A Feature of the Field of a Sandplay Session:  
An Analysis of Experiences of the Survey Contributors Between two 

Fields  

OHISHI Shingo 

As Ito(2007) states that it is important for sandplay therapy to have a double 
structure of the session room and the sand tray, the field of a sandplay session is 
unique, and it is thought to lead to a therapeutic function. In this paper I asked 20 
survey contributors to make sandplay works and analyzed their experiences based on 
KJ method. As a result it was found that they moved again and again between the 
field of a sand tray and the field of a session room. Four types were then found 
concerning the aspects of two fields. These four were examined, and each of them was 
described as a matter of subject. We examined how a subject was produced in the two 
fields. In conclusion, it was suggested that when a person moves two fields, his subject 
is shaken and leads to be reproduced. However, it also suggested that it is attended by 
some risks. 
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